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１ 概  要 

越谷市には５つの大きな川が流れ、豊かな水と温暖な気候を生かして古くから稲作や、くわい・長

葱・小松菜をはじめとする野菜の栽培が行われてきた。 

給食への地場農産物の取り入れは、越谷市の特産品である「くわい」を子供たちに知らせ、地域の

農業と食文化への理解と関心を深めてもらうという目的から、昭和６２年１月に始まった。 

平成１３年度からは、市農政課・地元ＪＡ・生産農家との連携・調整により徐々に品目を増やし、

現在では８品目の地場農産物を給食に使用している。 

 

昭和 61 年度 1 月に、地元産くわいを登録業者から市場を通じて購入し、使用。 

平成 10 年度 くわい生産農家の中で「くわい研究会」が設立。 

登録業者と「くわい研究会」の見積り合わせにより購入。 

平成 12 年度 地元特産農産物振興のため、「くわい研究会」より購入。 

平成 13 年度 4 月より「長葱」を通年使用。10月より「小松菜」下半期使用。 

平成 16 年度 11 月の１ヶ月間「越谷米」を使用。11～1 月の間「水菜」を使用。 

平成 18 年度 11～3 月の間「ほうれん草」を使用。11～1 月の間「越谷米」を使用。 

平成 19 年度 6 月、11 月の年 2回「生椎茸」を使用。11 月に「古代米」を使用。 

11～3 月の間「越谷米」を使用。 

平成 20 年度 7 月に「枝豆」を使用。11 月～21 年度 5月の 7ヶ月間「越谷米」を使用。 

 

２ 地場農産物の使用数量 

平 成 １９ 年 度  実 績                     （単位：kg） 

品 目 4 月 5 月 6 月 7 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合 計 

く わ い         549 821  1,370 

長 葱 644  1,133 1,268  838 2,716 2,010 2,191 1,715 1,347 13,862 

小松菜      808 3,474 1,109 1,308 2,131 973 9,803 

水 菜      43 1,064 979 805 608 1,169 4,668 

ほうれん草       3,471 1,820 4,979 4,182 2,876 17,328 

生椎茸   122    106     228 

古代米       140     140 

米       26,269 14,784 17,973 27,906 11,972 98,904 

枝 豆   （※平成 20 年度 7 月に 728kg 使用）     0 

平成２０年度彩の国学校給食研究大会 実践発表資料 



 

 

リーフレット（越谷地場農産物マップ） 

３ 供給体制 

 

 

４ 地場産物を取り入れた献立 

 

５ 啓発方法 

（１） 児童・生徒 

ア 給食だより・リーフレット 

イ 校内放送・教師用指導資料 

ウ 教科・学級活動等 

（２） 保護者 

ア 給食だより・献立表 

イ 試食会・調理講習会 

 

６ 学校の反応 

○ 地元食材への関心が深まり、作った人への感謝  

の気持ちが育った。 

○ あまり好きでない野菜も食べられた。 

 

７ 今後の課題 

（１） 生産者の拡大…必要量の安定確保、使用品目の増 等 

（２） 啓発方法の工夫…生産者と喫食者の交流、家庭・地域へ向けての啓発 等 

く わ い くわいごはん くわいのから揚げ 中華丼 

長 葱 ねぎぬた こしがや鴨ネギ鍋 汁物 

小松菜 アーモンド和え おひたし サラダ 汁物 

水 菜 切干大根と水菜のサラダ おひたし スープ 

ほうれん草 ごま和え おひたし 汁物 

生椎茸 中華丼 五目寿司 スープ 

古代米 吹き寄せおこわ 

枝 豆 ゆで枝豆 

地元JA（JA越谷市） 

農 政 課 

地元農家で形成する部会 

 

・JA越谷くわい研究会 

・JA越谷市園芸部葱部会 

・JA越谷市園芸部葉物部会 
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連携・調整 

・第一給食センター 

・第二給食センター 

・第三給食センター 

連絡 

供給 

注文 注文 

くわいごはん・牛乳・えびフライ 

小松菜のおひたし・プルーン 



 

 

 

１ 本校の概要 

（１） 旧深谷市の中心に位置し公共機関に囲まれ、今年、開校１３５年を迎えた歴史のある学

校である。児童数５８７名、１９学級（特別支援学級を含む）で、給食は自校調理方式、

調理員は民間委託（午前６名、午後５名）となっている。また、今年度の夏季休業中にウ

エットシステムからドライシステムに改修工事がなされた。 

（２） 今年度は、学校給食会の生きる力をはぐくむ食に関する指導モデル校等支援事業の研究

指定校として学校・家庭・地域との連携を深めた食育の推進を研究している。        

 

２ 食育推進の指導体制 

 校内の研究組織である学校給食委員会を主体として、授業部と専門部に分かれて校内の

食育の推進を図り、ＰＴＡでは家庭教育部（母親委員会）と保健体育部（学校保健委員会）

で組織し、地域との連携を図るために公民館事業への参加協力を行っている。 

 

３ 校内での食育の取組 

（１） 食に関する指導の全体計画をもとに、関連する教科領域を年度当初に学年ごとに再確認

し、授業計画をたてる。年度末に見直しを行う。 

（２） 給食を生きた教材として活用する。（使用食材の展示、毎日の一口メモ、体験学習） 

（３） 野菜の栽培（２年生以上の学年）を行い、給食だけでなく授業で使用したり、家庭に持

ち帰らせたりしている。 

（４） バイキング給食に際して事前    

及び事後指導（全学級各１回） 

（５） 深谷市の特産物関係の資料等 

   を作成し、教材のひとつとして 

   いる。（特産物紹介ポスターは 

   市内学校栄養士部会で６種類作 

   成し、全校に配布した。） 

（６） 校内研究（国語・図書館教育） 

との関連を目指した掲示資料の 

作成。 

                                                                               

学校・家庭・地域との連携を深めた食育の推進 

                                                                       

深谷市立深谷小学校 栄養教諭 笠野 喜代美 
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４ 家庭・地域との連携 

（１） 給食試食会の実施（１年生：親子で会食、３年生：学年ＰＴＡとして体育館にて親子バ

イキング、フリー参観:希望者）及び学校評議委員の試食（年３回）他 

（２） 給食便り、献立表、食育通信の発行 

（３） きゅうり農家や商店街の見学 

（４） 学校保健委員会（年２回） 

（５） 公民館主催による地区懇談会への参加（公民館関係者、小中学校職員、自治会役員、保

護者が参加し、自治会ごとに実施） 

（６） 親子料理教室（２回） 

（７） 各種調査・栄養相談等（随時） 

（８） 深谷市の産業祭に参加（１９年度より）。特産物を使った料理の紹介や試食コーナーの

設置、給食便り等の掲示（市内学校栄養士研究会で参加） 

（９） 特産物の日（６月、１０月、１１月、１２月、１月、２月）深谷市輸入野菜対策協議会

及び深谷市園芸協会より、特産物（とうもろこし、きゅうり、ほうれんそう、ブロッコリ

ー、ねぎ）が支給され市内一斉に給食に使用。１１月１１日は、郷土の偉人「渋沢栄一翁」

の命日にちなんで郷土料理「煮ぼうとう」を各学校で給食に取り入れるだけでなく、栄一

翁の地元でも、煮ぼうとうが作られ、ふるまわれている。 

    この日に、旧深谷市内の小中学校に深谷市園芸協会より「ほうれんそう」が支給されて

いる。 

（10） 研修会や講演会での講話 

（11） 地場産物を使ったレシピ集の作成・配布(家庭数） 

 

５ 朝食欠食 

（１）年３回調査を実施（調査結果は、食育通信の裏面に記載し家庭に配布） 

（２）学級活動時及び随時の指導 

（３）継続的な調査、指導が大切 

（４）家庭の意識の向上が大切 

 

 
  

たべもの「あいうえお」          味なことわざ                食品漢字脳トレ 


